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Lachyn (Official Inflight Magazine of Turkmenistan Airlines) Issue 16, 2017. 5, p. 14から引用
資料２－７  現代のコイネック（中学生）
筆者撮影
資料２－８  現代のコイネック（大学生）
筆者撮影
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分、刺繍の部分だけが独立して売られていて、自分で
生地に合わせて好きな襟の形、好きな刺繍を選んで
縫い付けてもらいます。その刺繍に合わせて胸の開
き具合も調整します。基本的に丸襟ですが、浅い襟も
あったり、深い襟もあったりします。刺繍の部分が特
徴を出しやすい部分ですので、みんなかなり慎重に
選びます。
　お店でミシンをかけている人たちがいますが、こ
の人たちは刺繍をしながら襟の部分を作っています。
私が作ったコイネックの生地は、国際女性デーの大
統領主催のパーティーのときのおみやげ一式に入っ
ていたので値段がわかりませんが、襟は日本円に換
算して1,000～1,500円ぐらいのものが多かったと思
います。
　どのように作るかというと、既製品もありますが、
ほとんどの女性は生地をまず選んで、それに合わせ
て襟周りの刺繍を選びます。それを合わせて縫製を
請け負う業者に持っていって、自分の体に合わせて
採寸してもらいます。襟ぐりをどうするか、袖の部分
を膨らませるのか、ぴったりにするのか、袖丈をどう
するのか、ウエストをシェイプするのか、ゆったりに
するのか、どんなヒールの靴を履いて、どれぐらいの
丈にするのか。そのようなことを個別に打ち合わせ
をして作ってもらいます。そのコイネックに合わせ
る靴を決めて、そのヒールの高さを加味したドレス
丈で注文するという点もポイントです。
　仕立て代は3,000～5,000円ぐらいです。ただし、為
替レートが実勢を必ずしも反映しないかたちでコン
トロールされていると言われておりまして、おそら
く実勢価格としてはその３分の１くらいではないか
と思われます。そうなると襟が相当高いという印象
がありますが、それぐらいの値段で女の子たちはコ
イネックを手に入れます。
　もちろん自宅にミシンがあって、自宅で縫う人
たちも若干います。JUKI製のミシンがすごく人気
で、日本企業のなかで意外なことにトヨタに次い
でJUKI が有名です。「襟の刺繍も自分でできる」と
言っていて、実際に向こうの学生さんたちが、「こん
なふうに刺繍するんだよ」と刺繍のやり方を見せて
くれました。趣味と実益を兼ねて自分で刺繍する女
性もいます。
　自分の体に合わせて、自分の好みに合わせて作っ
てもらうことができるので、デザインに関しては、決
まった形も、「こうでなければいけない」というもの
があるわけではなく、それは時代によって、人々の好
みによってかなり変化します。このあたりがポイン
トではないかと思います。これについてはまたあと
でお話しします。
４．制服としてのコイネック
　次に、コイネックがなぜ制服になったか、どのよう
に制服になったか、どのように着用されているかに
ついて、お話ししたいと思います。初等・中等教育に
関していうと、子どもたちのほとんどが中等教育ま
では受ける国です。ですから、まずは初等・中等教育
にコイネックの制服が入ります。
　独立後あまり時間を置かずに、初等・中等教育にお
ける制服にコイネックが指定されました。それは緑
色のドレスです。トルクメニスタンの国旗が緑色で
すが、そのナショナル・カラーの緑を使ったものです
（資料２－10）。少し光沢のある生地です。この写真
では夏まだ暑い時期だったので１枚で着ていますが、
冬になるとその上に丈の長い上着（チャビット）を羽
織ります。帽子は、先ほど見せたのと同じものをか
ぶっているのがわかると思います。パキスタンの例
とはまったく違って、子どもたちは太陽に存分に顔
をさらしています。もちろん日焼けを嫌って帽子を
かぶっている子はいますが、顔を隠すという文化は、
トルクメニスタンにはほとんどありません。
　資料２－11の子たちはみんな緑の生地のドレスを
着ていますが、襟の部分の刺繍がいろいろ違うのが
おわかりになるでしょうか。伝統的な模様として似
たようなものもありますが、違う襟のものを選んで
います。右下の子は前立ての部分が短いですが、この
資料２－９  コイネック制作を請け負う店舗
筆者撮影
29ใࠂ̎ɹʮ఻౷ʯΛ௒͑ͯᴷݱ୅τϧΫϝンঁੑͱຽ଒ҥ૷ίΠωッΫɹԬాߊࢬ
ようにいろいろなデザインの襟ぐりをしています。
　一方、大学でのコイネックは、それよりもかなり遅
い時期に導入されました。初代大統領が2006年12
月に亡くなって、その後選挙を行って2007年２月か
ら現在の大統領が執務をしていますが、現在の大統
領になってから、大学生もコイネックを着用するよ
うに義務付けられました。
　当時は学校ごとに色が違って、青に白いチョッキ
を着ている学生、黄色い服を着ている学生など、学
校ごとにスクールカラーがあって色とりどりでした。
５年ぐらい前になって、すべての大学で赤色を着用
させるようにという指令が、政府から出されました。
赤もトルクメニスタンのナショナルカラーで、絨毯
の色です。
　現在は、緑の制服を着ているのが小中高生、赤の制
服を着ているのは大学生だと、みんな認識するよう
になっています。ただし、一般の人たちも赤色の服を
よく着ますので、赤を着ているからみんな大学生と
いうわけではありませんが、若い子が赤いコイネッ
クを着ていれば大学生だろうと目星を付けても、あ
まり間違いではないかもしれません。
　細かい部分に関しては、大学ごとに指定要素を加
えることができるそうです。私が行ったいくつかの
大学では、みんな似たような生地の服を着ていまし
た。色味もほとんど同じだったと思います。学校ご
とに少し暗い赤、明るい赤もありましたが、あまり変
わりはなかったと思います。ほとんどの大学で、ベロ
ア地の生地を使っていたように記憶しています。
　学生だけではなく、実は学校で働く教職員もコイ
ネックを着用することになっています。「これを着な
くちゃいけないのよ」と女性の先生たちが言ってい
ましたが、コイネックを着ることが面倒くさいわけ
ではないようです。いろいろな服から選ぶのではな
く、コイネックのシリーズから服を選ばなければな
らないのが少し不自由だと言っている人はいました。
　テレビ局のキャスターを含む一部の公務員も、着
用を義務付けられています。教育省などは、コイネッ
クを着ていかなければいけないそうです。一方で外
務省の人たちは、仕事柄、外国の要人に会うこともあ
りますし、必ずしもコイネックでなければいけない
わけではないと言っていました。このあたりは細か
いルールがあるようですが、外から見える明文化さ
れた資料が手に入らないので話を聞いただけですが、
職場によってはコイネックを着ていかなければいけ
ないところもあり、そういう規定がないところもあ
るようです。ですから、国全体、どの職業の人も、ど
の女性の人も、全員がこの服を着なければいけない
わけではありません。典型的な例では、国連のローカ
ルスタッフは誰もコイネックを着ておらず、全員、普
通のヨーロッパでよく見られるタイプの服装をして
いました。
　現地の大学生が、トルクメニスタンの文化につい
て語ってくれましたが、日本の女の子たちが着物に
ついて語るときに、まったくわからないところがた
くさんあるのと同じように、彼女たちも必ずしもす
べてを知っているわけではないというところもあり
ます。教室の中の風景は、資料２－11のような感じ
です。黒い服を着ているのは私が連れていった学生
資料２－10  コイネックを制服として着る中学生
筆者撮影
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です。女の子も男の子も同じ教室で一緒に学ぶし、議
論をするという学校です。
　結婚していない学生さんは、タヒヤという帽子を
かぶります。結婚した女性は、資料２－４のように、
みんなスカーフをかぶることになります。スカーフ
の巻き方がとても特徴的です。大判のスカーフを３
枚ぐらい使って、このような四角いかっちりしたシ
ルエットを作るそうです。しかし最近の人たちはそ
れほど上手にかぶれないので、バケツのような型が
あって、それをかぶって上からスカーフを巻くとい
う便利グッズも現在は出ています。
　結婚している人は、学生であってもスカーフを巻
いています。いくつかの大学では在学中に結婚した
子たちがいて、その子たちも同じ教室にいますが、ス
カーフを巻いて授業を受けていました。長老に近い
おばあちゃんになってくると、このような巻き方で
はなく、頭に沿った巻き方で、なおかつ長く裾まで垂
らす、そんな巻き方になります。かつては民族によっ
て巻き方が違ったり、スカーフの色が違うと言われ
ていましたが、現在は民族による統制はないそうで、
自分に似合う色を選んでいると言っていました。
５．制服としてのコイネックの背景
　先ほど、コイネックを制服とするのは国民を統制
するためではないかという議論が時々あるというお
話をしましたが、その背景として、独立後の国民統合
という急務があったことが大きいです。同じ中央ア
ジアのタジキスタンでは、1992年から内戦が起こっ
ていました。高い山に隔てられた各地域でそれぞれ
コミュニティが発展したタジキスタンでは、ソ連時
代に優遇されたコミュニティと冷遇されたコミュニ
ティがあって、新しい時代になったときに、いったい
誰が政権を動かすのかが原因になって内戦が起こっ
ていました。つまり地縁のグループで対立が起こっ
た内戦です。またカスピ海の対岸では、アゼルバイ
ジャンとアルメニアが、ナゴルノ・カラバフをめぐっ
て大きな殺し合いをしています。さらにロシアも
チェチェン問題を抱えていました。
　そうしたなかで、国民が分断されるような制度で
はなく、国民全員がトルクメン人として国を盛り立
てていけるようなシステムはどんなものかを考えて、
民族ごとに分断されたコミュニティではなく、トル
クメン人全体を指すような文化をつくり上げるとい
うことがなされました。
　南にはアフガニスタンがありますし、トルクメニ
スタンとしては、統一的なトルクメン文化を創出し
て国民統合を急ぎ、分裂しない国をつくりたいとい
う状況でしたので、それが一番大きな背景で、国民全
体を包括するような文化政策の一つとして制服を導
入したということができます。
６．強制か選択か
　制服がコイネックとして導入されたことに対して、
「自由を奪う」とか「高い生地なので貧しい国民に経
済的負担を強いる」として、いくつかの人権系のメ
ディアや女性運動の欧米のメディアが批判している
記事を見たことがあります。しかし実際問題として、
登下校と学校にいる間だけの着用ですし、それ以外
の部分では、コイネックを着ようが、別の服を着よう
がかまいません。ものすごく体を露出していたら「あ
の子は……」と言われますが、どのような服を着よう
がそれほど問題が起こることはありません。
　大学の制服指定が行われたのが2000年代後半と
言いましたが、それまで女の子たちは、大学には自由
に服装を選んで着て行っていました。みんなが洋装
だったのに政府がコイネックを強制したのかという
とそうではなくて、洋装している子たちと、コイネッ
クを着ている子たちが普通に混在していました。コ
イネックを日常着としている女性も、それなりの数
がいたということです。コイネックだと毎日違う服
を着ていく必要はありませんが、洋装の場合は毎日
同じ服を着ていくと目立つので服をたくさん買わな
くてはいけないために、コイネックのほうがお金が
かからないと言う人たちもいました。特定の子たち
資料２－11　大学の教室での様子
筆者撮影
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がコイネックを着て、特定の子たちが洋装をしてい
たわけではなく、同じ人が「今日はこっちにしよう」
ということで、洋装もコイネックも併用する学生が
かなりたくさんいたそうです。
　現地に滞在していたときに、うちの学生とトルク
メンの大学生たちが一緒にピクニックに行きました
（資料２－12）。左端は日本人の学生で、その隣に４人
がトルクメンの女の子たちが並んでいます。そのう
ち３人はコイネックを着ていますが、１人はブラウ
スにジーンズという格好です。このように学校から
離れたところで何かをする際には自由に服装を選ん
で、コイネックを着たければ着てくるし、そうでなけ
れば軽い服装をしてきます。資料２－13の左側は日
本人の学生で、右側がトルクメン人の女の子です。昼
間はコイネックを着ていますが、「夜、一緒に遊びに
行こう」と言うと、出てくるときにはこういう洋装を
着てきました。
　賀川さんの報告で、 誰も買わないパキスタンの
ショッピングモールの素敵なドレスがありましたが、
トルクメニスタンの場合は、ウェディングドレスと
して資料２－14のようなものを着る人たちもいます。
　コイネックであることと、色を統一したことに
よって民族ごとの特徴が薄れたことは大きかったの
ではないかと考えます。それによって民族を超えた
スタイルが誕生しています。民族ごとの特徴がどん
どんなくなってきて、みんなが同じような流行を追
うようになってきました。政府から強制されたとい
うよりも、若い女性たちが、政策のなかで一種の自分
たちのスタイルを生み出すことにつながっています。
　最初は伝統的なゆったりとしたスタイルでしたが、
2000年前後は日本で1990年代に流行したボディコ
ンのようなピタピタなコイネックを着て、みんな学
校に行っていたそうです。現在は、再びゆったりとし
たスタイルに移りつつあります。それを牽引してい
るのは政府ではなく、ファッションリーダーとなる
おしゃれな若い女の子たちです。さらにその人たち
にはフォロワーがついていて、特にインスタグラム
での情報発信や収集が積極的に行われています。
資料２－12　ピクニックでの服装
筆者撮影
資料２－13　夜の外出時の服装
筆者撮影
資料２－14　ウェディングドレス
筆者撮影
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　資料２－15は有名なファッションデザイナーの
ショーの様子です。若い女の子が自分のブランドを
立ち上げて活躍しています。見ていただくとわかる
ように、コイネックは前立ての部分に刺繍が入って
いる長いドレスですが、必ずしもそれにとらわれず
に、長いドレスで、さまざまな形のものが出てきてい
ると言えると思います。ただし、丈が長いという点は
共通しています。
　伝統への回帰でもなく、古臭いしきたりを政府が
押し付けたわけでもなく、伝統を活かした新しい女
性のスタイルの模索がいま行われています。それを
活かした事業の創出が、若い女の子たちを積極的に
動かしていると言うことができると思います。ソ連
時代にソ連タイプの洋装が入ってきて、民族服がど
んどん廃れていきましたが、民族の服装が選択肢の
一つとして残ったという見方もできると思います。
さらに、新しい情報収集や発信の手段を若い女性た
ちが開拓することによって、コイネックは社会を刺
激のある方向に動かしていくきっかけにもなってい
ます。
■質疑応答
和崎聖日（司会）　なかなか聞くことができない現代
トルクメニスタンの、とりわけコイネックに注目し
た貴重なご報告をありがとうございました。事実関
係などについて、何か質問がありましたらいかがで
しょうか。
森理恵　男子は制服はありますか。
岡田晃枝　これは中央アジアでほとんど共通ですが、
男子は黒いジャケットに黒い細いネクタイ、黒いパ
ンツといういわゆるスーツ姿です。それが制服とい
うか標準服のような扱いで、それ以外のものを着て
くる子はいないです。それにこの帽子をかぶってき
ます。
森　中学校などもそうですか。
岡田　はい。
森　小学校は……。
岡田　小学生もみんなそんな感じです。
帯谷知可　小学生もネクタイを締めるんですか。
岡田　ネクタイは中学生からだと思います。ウズベ
キスタンはどうですか。
帯谷　制服というより、ゆるやかなルールとして、無
地のシャツにズボンですね─中学生にネクタイは
どうですかね……。大学生はネクタイが必要なんで
すよね。
岡田　大学生はしていますね。高校生はトルクメニ
スタンもしているはずですが、小学生はしていない
かもしれません。
帯谷　男子は黒っぽいズボンに無地のシャツが標準
ですね。
岡田　カッターシャツですね。
帯谷　みなさんお店で買うんですよね。
森　既製服で、洋服なんですよね。民族的な要素はな
いんですね。
岡田　洋服です。民族服ではありません。
帯谷　以前にインターネットで、トルクメニスタン
国民はすべて、ロシア人などであってもコイネック
を着なくてはいけないと読んだことがあるのですが、
そうなのでしょうか。
岡田　制服とか、職場で決まっている場合には着ま
すが、普通に日常生活をする場面では、彼らは自分で
好きな服を選んでいますので、それが日常のすべて
を縛っているわけでは、まったくないです。学校に行
くには校則を守らなければいけません。それは留学
資料２－15  コイネックの新たなスタイルの模索と展開
SAHRA	SAHINファッション・ショーの動画〈https://www.youtube.com/
watch?time_continue=10&v=-B4YMFGH6IA〉から引用
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生であってもそうです。日本人の先生たちも向こう
にいますが、日本人の先生たちもコイネックを作っ
て学校に行っています。
後藤絵美　連れていかれた日本人の学生さんたちは、
なぜリクルートスーツみたいな恰好をしているので
しょうか。何かむこうに行くための規範があったの
かと思ったのですが、どうですか。（笑）
岡田晃枝　学校の写真を見ていただくとわかるよう
に、学生たちがみんな民族服などのきちんとした服
を着ているのに、日本人の子がＴシャツや短パンで
行くと浮いてしまうので、「表敬訪問用にスーツを
持ってきなさい」と言ったら、彼らは「みんなに合わ
せる」と言って、それを着て学校に行きました。国際
女性デーの大統領主催パーティーについては、招待
されるとわかったのは現地に着いてからでした。そ
のため、 日本からパーティー用の服を持参するよ
うにという指示を学生たちにはしておらず、パー
ティーにはさすがにカジュアルな服では行けません
ので、みんなスーツで行ってしまいました。（笑）
